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 週刊56号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

 2018年（平成30年）がスタートしました。寒い毎日が続いています

が、みなさん体調はいかがでしょうか？インフルエンザが流行ってき

ています。十分お気を付けください。 

 今年度は市制施行70周年を迎えます。多くの方に茨木の魅力を感じ

ていただき、もっと茨木祖好きになっていただきたい、そんな思いを

もって様々な記念事業を実施予定です。昨年は5月「いばらき×立命館

DAY」、6月「NHK「ラジオ深夜便のつどい」公開収録」、10月

「AsiaWeek」、「いばきたフォトサイクリング」、また、ブランドロ

ゴメッセージ活用事業として「次なる茨木へ」が市内各所に掲示。市

民の皆様、民間事業者、関係団体と連携しながら様々な事業が展開さ

れました。 これからの記念事業として 

◎安威川ダムカレーの販売 

 梅花女子大学とコラボした安威川ダムカレーが1月1日からイオンス

タイル新茨木店3階いばらき茶屋（中津町）にて、700円で販売されま

す。安威川ダムカレーは、他にも市内6店舗で販売されています。問合

せ：北部整備推進課☎620-1609「http://www.city.ibaraki.osaka.jp/

kurashi/kanko_tokusan/1465455755826.html」 

◎「元気！いばらき体操」の新バージョン登場！ 

 子どもから高齢者まで、多世代お健康づくりに役

立つ体操を新たに盛りkンだ、ご当地介護予防体操

「元気！いばらき体操」の新バージョンを制作中で

す。4月ごろ公開予定です。問合せ：高齢者支援課

☎620-1637  

平成30年の今年は 

市制施行70周年を迎えます。 
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里高

校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000
沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代
表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当選 

茨木市穂積台 在住 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

Facebook：あびこ浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

元旦の朝陽 

体操ＰＲキャラク

ター「ケロよん」 
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電話・ＦＡＸ  ０７２（６５５）８４６０（留守時

はメッセージを残してください） 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 
【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

ＨＰ：http://www.hiroko-abiko.jp 
ＦＡＣＥＢＯＯＫページ 

 「あびこ浩子（茨木市議会議員）」 

「あびこ浩子 茨木ゆめ・みらい工房」 

Twitter ＠abiko_h（あびこ浩子(茨木市議会議員） 

あびこ浩子連絡先 
お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木市

駅東口南側にてご挨拶と週刊通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時

間許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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パブリックコメントを実施しています 

～皆さんの声をおまちしています～（２） 

 先週号に引き続きパブリックコメントのお知ら

せです。 

③市総合保健福祉計画（第2次）（案） 

 本市は福祉関連の計画を一括して策定していま

す。総合保健福祉計画、分野別計画（地域福祉計

画・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・障

害者施策に関する長期計画・障害福祉計画・障害

児福祉計画・健康いばらき２１・食育推進計画）

の策定を進めており、パブリックコメント募集い

たします。申込：1月23日～2月16日（消印有

効）福祉政策課☎620-1634、fax623-

1876✉fukushiseisaku@city.ibarki.lg.jp 

☆資料の閲覧；1月23日から福祉政策課・障害福祉課・高

齢者支援課・介護保険課・保健医療センター、情報ルーム・

北辰出張所・各図書館・その他市内各施設。※資料は市ホー

ムページからダウンロード可。提出された意見やこれに対す

る市の考え方は後日公表（住所、氏名などの個人情報は非公

開）提出意見への個別回答、匿名または☎による意見の受付

は行いません。 

 切れ目のない支援体制を確するため「ばら親子教

室」と「すくすく教室」を再編整備し、健診・保育・

教育等、様々な場での気づきを適切に支援し初期療育

を行う新たな児童発達支援事業をこども健康センター

で実施します。 

 

（新）児童発達支援事業所（子ども健康セン

ター）事業 

親子ひろば、卒児フォロー、親子教室（在宅・併用）

乳幼児発達療育相談、★転入児フォロー（相談等）★

つどいの広場巡回相談 （★は再編に伴う新規事業） 

児童発達支援事業の新たな展開について 

 （新）児童発達支援事業所 

対象年齢 1～6歳 

実施場所 子ども健康センター 

開所日 火曜～土曜 

クラス 火・木・金：4グループ／日 

水・土：5・6グループ／日 

1日の定員（併用） 48人（水:16人、土：48人） 

療育時間 ①10：00～11：30 ②13：10～

14：40 ③15：00～16：30 

単位 1.5時間／回 

通所頻度 週1回（4～6歳の在宅児童は週２

回） 

利用期間 原則１年 


